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（１） ２００６年４月１０日 第９１９号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）
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３
月
１１
、
１２
日
の
土
日
に
愛

知
県
本
部
青
年
部
が
東
京
平
和

ツ
ア
ー
を
４４
人
の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
平
和
ツ
ア
ー

に
は
ガ
イ
ド
と
し
て
新
宿
原
水

協
の
長
谷
川
順
一
さ
ん
、
歴
史

教
育
者
協
議
会
の
東
海
林
次
男

さ
ん
の
お
二
人
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
江
戸
城
跡
地
と
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
、
靖
国
神

社
を
見
学
。
江
戸
城
の
地
下
に

「
お
文
庫
」
と
言
う
、
厚
さ
４

メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

囲
ま
れ
た
天
皇
用
の
防
空
壕
が

あ
り
、
そ
こ
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

受
諾
を
最
終
決
定
し
た
御
前
会

議
が
開
か
れ
た
と
説
明
さ
れ
驚

き
ま
し
た
。
次
に
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
に
行
き
、
海
外
で
の

戦
没
者
２
４
０
万
人
の
う
ち
３５

万
体
が
納
骨
さ
れ
て
い
る
六
角

堂
で
お
参
り
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
靖
国
神
社
を
見
学
。
靖

国
神
社
の
こ
ま
犬
は
あ
う
ん
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
日

清
戦
争
の
戦
利
品
だ
か
ら
で
、

靖
国
神
社
は
そ
れ
を
「
譲
り
受

け
た
」
と
表
現
し
て
い

ま
す
。

靖
国
神
社
内
の
遊
就

館
で
は
、
戦
争
賛
美
・

戦
争
正
当
化
の
ビ
デ
オ

を
少
し
観
た
後
、
館
内

を
回
り
ま
し
た
。
戦
前

の
日
本
の
資
源
輸
入
の

グ
ラ
フ
前
で
は
、「
石

油
・
鉄
鋼
な
ど
を
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
輸
入
で
７

割
ほ
ど
頼
っ
て
お
り
、

今
の
小
学
生
に
そ
れ
を

教
え
る
と
、
そ
れ
じ
ゃ

勝
て
る
わ
け
な
い
と
言
う
と
思

う
が
、
靖
国
は
そ
う
い
う
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
他
国
に
行
っ
て

資
源
を
得
な
け
れ
ば
日
本
は

や
っ
て
い
け
な
か
っ
た
と
主
張

し
て
い
る
」
な
ど
、
実
態
・
歴

史
を
ね
じ
ま
げ
て
い
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
東
京
大
空
襲
・
戦

災
資
料
セ
ン
タ
ー
で
、
東
京
大

空
襲
の
ビ
デ
オ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
観
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

提
供
の
映
像
で
、
日
本
の
映
像

や
体
験
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

交
え
て
、
東
京
大
空
襲
の
被
害

を
リ
ア
ル
に
表
現
し
て
い
ま
し

た
。
館
内
を
見
た
後
、
当
時
２４

歳
で
東
京
大
空
襲
を
体
験
し
た

橋
本
よ
し
子
さ
ん
か
ら
体
験
談

を
聞
き
、
２
時
間
半
の
間
に
１０

万
４
千
人
も
の
人
が
亡
く
な

り
、父
母
や
姉
妹
と
逃
げ
る
中
、

別
れ
別
れ
に
な
っ
て
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
空

襲
が
終
わ
っ
て
、
夜
が
明
け
て

か
ら
死
体
の
山
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
話
は
胸
が

締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し

た
。
２
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
と
身
に
染
み
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日本を戦争する国にしない�平和を守る誓いを胸に青年部平和ツアー参加者

３３月月３３００日日採採用用前前研研修修後後おお昼昼をを用用意意ししてて組組合合説説
明明会会をを開開催催。。青青年年組組合合員員のの説説明明でで加加入入者者がが広広
ががっってていいまますす。。

東京大空襲の体験を語る橋本さんの話にみんな真剣

メ
ー
デ
ー
は
、
今

か
ら
１
２
０
年
前
の

１
８
８
６
年
５
月
１

日
に
、
ア
メ
リ
カ
の

労
働
者
と
労
働
組
合
が
８
時
間

労
働
制
を
要
求
し
て
３５
万
人
以

上
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
っ
た
こ
と
が
起
源
で
す
。
１０

数
時
間
を
こ
え
る
長
時

間
労
働
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
た
労
働
者
が
「
仕

事
に
８
時
間
を
、
休
息

に
８
時
間
を
、
お
れ
た

ち
が
や
り
た
い
こ
と
に

８
時
間
を
！
」と
歌
い
、

ア
ピ
ー
ル
し
８
時
間
労

働
制
を
か
ち
と
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
資
本
家

は
警
察
と
一
体
と
な
っ
て
反
撃

に
で
て
、
組
合
幹
部
を
絞
首
刑

に
し
、
多
数
を
投
獄
す
る
な
ど

大
弾
圧
を
加
え
ま
し
た
。
１
８

９
０
年
５
月
１
日
、ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
欧
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
な
ど
世
界
各
地
で
数
十
万
の

労
働
者
が
集
会
と
デ
モ
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
毎

年
５
月
１
日
に
世
界
各
国
で
労

働
時
間
短
縮
を
も
と
め
メ
ー
デ

ー
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今年は第７７回メーデー（写真は昨年の
愛知中央メーデー）

４４月月３３日日中中区区役役所所前前でで新新規規ささんんにに「「突突撃撃イインン
タタビビュューーとと記記念念写写真真」」をを行行いいささっっそそくくニニュューースス
でで紹紹介介。。たたくくささんんのの新新規規ささんんがが加加入入ししててくくれれまま
ししたた。。

４４月月３３日日、、昼昼休休みみににおお弁弁当当をを食食べべななががらら組組合合
説説明明会会。。新新勧勧パパンンフフををももととにに青青年年部部がが訴訴ええ、、多多
くくのの加加入入者者ががあありりままししたた。。靖国神社内の説明を受ける参加者

採
用
前
研
修
後
に

組
合
説
明
会

昼
休
み
に
青
年
部

中中
心心
にに
組組
合合
説説
明明
会会

瀬瀬

戸戸

豊豊

橋橋

フレッシャーズようこそ�
就職おめでとう

憲法施行５９周年記念
いまこそ平和 輝け憲法
５月３日�午後１時～
愛知県勤労会館大ホール（鶴舞）

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
記
念
写
真

名名
古古
屋屋

２度と戦争
起こさない�

戦戦
争争
体体
験験
者者
のの
話話
にに

胸胸
がが
しし
めめ
つつ
けけ
らら
れれ
るる
思思
いい

戦戦争争のの歴歴史史的的真真実実をを学学ぶぶ
県本部青年部が東京平和ツアー

靖靖国国神神社社、、東東京京大大空空襲襲
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（２）自治体 あいちの仲間２００６年４月１０日 第９１９号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

４
月
１
日
、
中
区

役
所
ホ
ー
ル
で
Ｊ
Ｒ

不
採
用
事
件
の
早
期

解
決
を
め
ざ
す
集
会

が
開
か
れ
３
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

国
鉄
が
Ｊ
Ｒ
に
民
営

化
さ
れ
て
２０
年
目
を

迎
え
る
節
目
に
開
催

さ
れ
た
も
の
。

国
鉄
闘
争
を
支
援
す
る
東
海

の
会
成
瀬
昇
代
表
の
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
全
労
連
の
熊
谷
金
道

議
長
が
講
演
。「
国
労
の
解
体
、

労
働
組
合
つ
ぶ
し
、
公
共
性
よ

り
効
率
性
を
優
先
さ
せ
、
国
民

の
共
有
財
産
を
企
業
に
売
り
渡

す
今
の
小
泉
政
治
と
同
じ
こ
と

を
２０
年
前
に
や
っ
て

い
た
」「
鉄
道
関
連

で
働
く
労
働
者
は
、

こ
の
２０
年
間
に
６
万

人
減
ら
さ
れ
、
無
人

駅
は
２
４
７
８
に
も

な
っ
て
い
る
」「
昨

年
９
月
の
東
京
地
裁

判
決
は
、
初
め
て
Ｊ

Ｒ
採
用
に
あ
た
っ
て

国
鉄
の
不
法
行
為
を

認
定
し
た
。
新
た
な

段
階
に
は
い
り
、
関

係
当
事
者
が
結
束

し
、
解
決
め
ざ
し
奮

闘
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。不
採
用
者
か
ら
の
訴
え
が
、

国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
事

務
局
長
の
葛
西
忠
雄
さ
ん
、
全

動
労
争
議
団
副
団
長
の
工
藤
博

志
さ
ん
か
ら
行
わ
れ
、「
闘
争

団
と
し
て
た
た
か
っ
て
き
た
仲

間
３８
人
が
す
で
に
亡
く
な
っ

た
。
支
援
を
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
や
家
族
、
仲
間
と
今
年
こ

そ
勝
利
し
た
い
」
と
心
に
響
く

訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
終

了
後
、
矢
場
町
ま
で
早
期
解
決

を
訴
え
、
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

民営化２０年目花
粉
症
が
心
配
に
な
る
季

節
。栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
、

免
疫
機
能
を
整
え
る
働
き
が
あ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
（
マ
グ
ロ
や

サ
ケ
な
ど
）
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
タ
ン
パ
ク
質
は
、
体
が
異

物
に
対
し
て
過
敏
に
な
り
や
す

く
な
る
た
め
、
と
り
す
ぎ
に
要

注
意
と
い
わ
れ
ま
す
。

〈
材
料
〉

４
人
分

ワ
カ
メ
（
水
で
も
ど
し
た
も

の
）
２
０
０
ｇ
、
サ
ケ
４
切
れ

塩
・
酒
少
々
、
Ａ
（
し
ょ
う
ゆ

大
さ
じ
３
杯
、
レ
モ
ン
果
汁
大

さ
じ
２
杯
、
砂
糖
大
さ
じ
１
／

２
杯
、
ご
ま
油
少
々
）

〈
作
り
方
〉

�
ワ
カ
メ
を
５
セ
ン
チ
長
に
切

る
。
サ
ケ
に
塩
と
酒
を
ふ

る
。

�
耐
熱
皿
に
ワ
カ
メ
を
半

分
し
き
、
サ
ケ
を
乗
せ
た

上
に
残
っ
た
ワ
カ
メ
を
か

ぶ
せ
る
。

�
ラ
ッ
プ
を
し
て
電
子
レ

ン
ジ
で
７
〜
８
分
加
熱
す

る
。
サ
ケ
に
火
が
通
っ
た

ら
、よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
、

Ａ
を
回
し
か
け
る
。

サケのワカメ蒸し ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ
不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
事事事事事事事事事事事事事事
件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件
早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
解解解解解解解解解解解解解解
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
めめめめめめめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざざざざざざ
そそそそそそそそそそそそそそ
うううううううううううううう

池上正子の
ヘルシークッキング

１０４７人の解雇撤回を求めて栄をデモ行進する集会参加者

憲
法
・
消
費
税
・

医
療
の
３
点
署
名

東
三
地
区
協

３
月
２５
日
、
豊
橋
駅
前
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
て
、
２

時
〜
４
時
に
か
け
て
、
１
８
人

を
こ
え
る
参
加
者
で
、
消
費
税

増
税
反
対
、
憲
法
９
条
を
守
り

生
か
そ
う
、
医
療
負
担
の
増
大

反
対
の
署
名
行
動
を
と
り
く
み

ま
し
た
。
東
三
河
労
連
、
消
団

連
と
共
同
で
実
施
し
た
も
の

で
、
自
治
労
連
東
三
地
区
協
で

は
、
憲
法
宣
伝
行
動
の
一
環
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
ぬ
い
ぐ
る

み
、
風
船
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ッ

ズ
（
花
の
種
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）

で
、
賑
や
か
に
行
い
、
消
費
税

増
税
反
対
署
名
７
７
３
筆
、
憲

法
改
悪
反
対
署
名
９２
筆
、
医
療

制
度
改
悪
反
対
署
名
４２
筆
が
集

ま
り
ま
し
た
。
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旧
一
宮
町
職
員
が

新
た
に
加
入

豊
川
市
職
労

２
月
１
日
、
豊
川
市
に
一
宮

町
が
編
入
合
併
さ
れ
新
豊
川
市

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
合
併
を

前
後
し
て
旧
一
宮
町
職
員
を
仲

間
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
、
豊
川

市
職
労
は
２
回
組
合
説
明
会
を

開
き
、
本
庁
や
出
先
職
場
な
ど

か
ら
約
３０
人
の
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
３
月
１４
日
と
１６
日
に

は
旧
一
宮
町
役
場
で
、
労
働
組

合
加
入
を
呼
び
か
け
る
た
め
に

会
議
室
を
借
り
て
、
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
で

新
た
に
２
人
が
組
合
加
入
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
給
与
構
造
見
直
し

の
問
題
で
組
合
が
交
渉
し
て
い

る
姿
や
要
求
内
容
が
ニ
ュ
ー
ス

を
通
じ
て
よ
く
わ
か
っ
た
。
組

合
に
入
っ
て
何
が
出
来
る
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
一
緒
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
組
織
拡

大
・
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

「
北
名
古
屋
市
職
労
」

誕
生
で
組
織
拡
大

西
春
町
と
師
勝
町
が
３
月
２０

日
合
併
し
、
北
名
古
屋
市
に
な

り
ま
し
た
。
自
治
労
連
加
入
の

師
勝
町
職
労
は
、
合
併
に
よ
る

不
安
な
思
い
を
要
求
書
に

ま
と
め
昨
年
秋
か
ら
当
局

と
交
渉
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。
今
年
に
な
っ
て
か

ら
組
合
説
明
会
を
開
催

し
、
賃
金
確
定
の
交
渉
報

告
を
ま
と
め
た
ニ
ュ
ー
ス

を
役
場
門
前
で
配
布
す
る

な
ど
の
と
り
く
み
を
し
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の

中
で
師
勝
・
西
春
か
ら
新
し
く

５
人
の
加
入
者
を
迎
え
、
３
月

１８
日
に
臨
時
大
会
を
開
催
し
て

「
北
名
古
屋
市
職
労
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
後
は
、

組
合
加
入
者
を
迎
え
る
た
め
に

働
き
か
け
を
強
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
市
ス
タ
ー
ト
に

よ
り
職
場
状
況
の
変
化
に
伴
う

問
題
の
改
善
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
許
さ
な
い
運
動
を
強
め

て
い
き
ま
す
。

師
勝
町
職
労
臨
時
大
会
（
３
月

１８
日
北
名
古
屋
市
職
労
）

執
行
委
員
長

澤
村
冨
士
江

副
委
員
長

伊
藤

慎
次

書

記

長

塚
田

正
子

◆
３
月
に
入
っ
て
介
護
保
険
の

新
規
申
請
が
め
ち
ゃ
多
い
。
制

度
が
変
わ
る
前
の
駆
け
込
み
申

請
？
そ
し
て
未
利
用
者
の
更

新
。
必
要
に
な
っ
た
と
き
で
十

分
に
間
に
合
う
事
を
伝
え
て
も

「
念
の
た
め
に
」
と
い
う
ケ
ー

ス
も
多
く
て
四
苦
八
苦
（
南
波

喜
美
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

◆
４
月
の
人
事
異
動
で
中
畑
小

へ
行
き
ま
す
。
児
童
数
７
０
０

人
弱
か
ら
４
０
０
人
強
で
す
。

通
勤
距
離
が
増
え
る
の
で
朝
は

今
ま
で
よ
り
も
早
い
時
間
の
出

勤
ガ
ン
バ
リ
マ
〜
ス
！
（
名
倉

笑
美
子
・
西
尾
市
職
）

◆
子
ど
も
が
あ
と
３
年
大
学
へ

行
き
ま
す
。
な
ん
と
か
頑
張
り

た
い
で
す
ね
（
彦
坂
茂
雄
・
豊

橋
市
職
労
）

◆
定
年
退
職
し
て
か
ら
の
初
め

て
の
確
定
申
告
。
申
告
す
る
収

入
も
さ
ほ
ど
な
い
の
に
、
自
分

で
申
告
す
る
事
は
何
と
面
倒
な

こ
と
か
と
感
じ
て
い
る
月
で
す

（
小
木
曽
育
子
・
名
古
屋
市
職

労
）

◆
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
、
春
ら
し
く
て
良
い

で
す
ね
（
鈴
木
弥
生
・
西
尾
市

職
）

職職
場
の
声声

全体テーマ
「憲法を守り暮らしと地方自治の再生を」
１．日 時：５月２１日（日）１０時～１６時３０分

（受付９時３０分）
２．場 所：愛知大学／車道校舎

名古屋駅より地下鉄桜通線車道駅下車
�番出口すぐ
名古屋市東区筒井２－１０－３１
０５２－９３７－８１１１

３．内 容：
１０時～ 基調講演「構造・規制改革」「小さな政

府」憲法改悪とその対抗軸
講師：永山利和氏（日本大学教授）

１２時１５分～ 昼食休憩
１３時１５分～ 分科会
〔講座〕「財政分析」三位一体と自治体財政
〔討論〕どうする福祉、医療のこれから
〔分科会〕�地域づくりと住民自治、�市町村合

併、 �公立保育所に期待される役割、
�生活交通を考える、�公務公共サ
ービスを考える、�安全・安心の給
食を考える、�県民の暮らし・環境・
経済・労働を考える、

〔現地見学分科会〕�四日市、瀬戸、椿洞の不法
投棄現場を見る

４．参加費：１，３００円は県本部負担（自治労連組合員）
５．弁 当：１，０００円（事前申し込みを県本部まで）

第
３２
回
東
海

自
治
体
学
校

東
海
自
治
体
学
校
は
、
住
民
、
自
治
体
労
働
者
、
研
究
者
な
ど
が
集
い

く
ら
し
・
福
祉
な
ど
自
治
体
の
各
分
野
の
問
題
を
交
流
・
研
究
し
あ
う
場

で
す
。
今
年
は
７
月
に
第
４８
回
自
治
体
学
校
が
愛
知
で
開
催
さ
れ
ま
す
。


